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　課題

◎駅前広場と駅前公園の賑わいをつくるソフト

◎人々がたたずみ、交わることができるハード整備

◎駅前広場と駅前公園が一体利用できるしつらえ

　　　

◎道路整備（上郷公田線）による駅へのアクセス改善

◎本郷台駅へ向かう公共交通の充足

◎道路は歩行者や自転車の利用者も安全で快適な歩

行と走行ができる空間への改良

　　　　

◎自然環境に囲まれ、多様な生活文化が行き交う本

郷台駅周辺地区らしい魅力づくり

◎売却予定の国有地の計画的な開発誘導

◎人々がたたずみ、交わることができるハード整備

　

◎身近なコミュニティに支えられ、誰もが居心地が

良く、交流のある空間形成

◎国有地の売却と駅近の利便性を活かし、多様な生

活のサポートを増進

　　

◎駅前広場からいたち川遊歩道へ至り、郊外部へと

広がる自然環境軸の形成と再生

◎身近な緑の維持管理体制の構築

◎買物やカフェ環境の充足

◎安全・安心な道路交通環境の整備

◎交通結節点の機能強化

平成 27年５月発行

※写真は本郷台駅前で実施されているイベントの一例です。　　　　　　　　　　「本郷台駅周辺地区まちづくり構想」の概要は裏面へ

ほっとイルミネーションほっとイルミネーション

さかえオープンカフェさかえオープンカフェ

いたち川プロムナードいたち川プロムナード

SAKAE ヤングフェスティバルSAKAE ヤングフェスティバル

中学校駅伝中学校駅伝

アオソラマルシェアオソラマルシェ

キャンドルナイトキャンドルナイト
本郷台駅前広場本郷台駅前広場本郷台駅前広場本郷台駅前広場

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

版版版版版版版版版版要要要要要要要要

本郷台駅周辺地区まちづくり構想本郷台駅周辺地区まちづくり構想

概要版概要版

本郷台駅前は栄区の「顔」です。本郷台駅の改札口を出ると、広々とした駅前広場、

ＵＲ団地など自然と建ち並ぶ住宅群、けやきや銀杏並木が目に入ってきます。決して華

やかではありませんが、どこか落ち着いた雰囲気があります。

また、近年、少子高齢化や人口減少などのまちの変化とともに、駅周辺の状況も変化

しています。

そこで、いたち川沿いの国有地（南小菅ヶ谷住宅）の開発動向などの機会をとらえ、

本郷台駅周辺地区の将来像を思い描き、区民の皆様とともに考え、「本郷台駅周辺地区

まちづくり構想」を策定しました。

この「構想」は本郷台駅周辺地区のまちづくりのスタートラインです。これから始ま

る本郷台駅周辺のまちづくり、ともに歩んでいきましょう。

本郷台駅周辺地区の現状

１. 広大な駅前広場と駅前公園
●本郷台駅の一日の乗降客数は約 19,000 人。

●駅前広場と駅前公園を合わせた、オープンスペー

スは約１ha と広大。

２. 未熟な交通アクセス
●本郷台駅へ向かう交通手段は、「徒歩（76％）」

と「自転車（13％）」が主で、「バス（6％）や自

家用車（４％）」は少ない。

　

３. 駅周辺への都市機能の集積
●駅周辺には生活必需品を主とする住宅地型の商

業集積があり、近年は個性のある飲食店も出店。

４. 超高齢の昼間人口を活かした生活環境の充足
●高齢化が進むが、元気で積極的なシニアが多い。

　　

５. 豊かな水と緑
●駅前広場や街路、公園に高木等の緑が多く、い

たち川が近くを流れるが、川と緑の有機的な連担

が不足している。

６. 本郷台駅周辺地区への期待
●公共的施設集積といたち川の豊かな自然が魅力。

経過と今後のスケジュール

平成 26年 まちづくり懇談会

平成 27年  5 月まちづくり構想策定

　　　　　 駅前広場・駅前公園一体整備

平成 28年  栄区制 30周年

　　　　　 地区計画策定

　　　　　 国有地売却

平成 32年  横浜環状南線・上郷公田線開通

栄区の幹線道路と地域道路



本郷台駅周辺地区（検討範囲）
地勢的なまとまりがあり、栄区の中
心部として一体的かつ総合的な視点
でのまちづくりの誘導を図るゾーン

広域避難場所

南小菅ヶ谷住宅街区

歩行者と自転車の動線スケールに
合わせた快適性を優先する通り

並木や高木の健全な育成

通りに開いた花と緑のオープンスペース

賑わいや人が滞留できるしつらえに
配慮する通り

地区のシンボル的な広場の風格や
緊急時の拠点としての機能を装備

N

ぷらっと栄

本郷台駅周辺地区

まちづくりの方針図

・商業施設や地域貢・商業施設や地域貢
献施設及び都市型献施設及び都市型
住宅の立地を図り住宅の立地を図り
ます。ます。
・高齢者などの交流・・高齢者などの交流・
支援機能、子育て支援機能、子育て
支援機能等の充実支援機能等の充実
を誘導します。を誘導します。

・商業施設や地域貢
献施設及び都市型
住宅の立地を図り
ます。
・高齢者などの交流・
支援機能、子育て
支援機能等の充実
を誘導します。

・周辺環境に配慮し、敷周辺環境に配慮し、敷
地内の緑化やオース地内の緑化やオース
ペースを確保します。ペースを確保します。

・周辺環境に配慮し、敷
地内の緑化やオース
ペースを確保します。

・自転車駐車場や駐車施自転車駐車場や駐車施
設との連携など、商店設との連携など、商店
街活性化を検討します。街活性化を検討します。

・自転車駐車場や駐車施
設との連携など、商店
街活性化を検討します。

・ベンチ、一年中花が咲く花壇、いベンチ、一年中花が咲く花壇、い
たち川とのつながりを確保します。たち川とのつながりを確保します。
・公園の芝生化、子供たちが安心し・公園の芝生化、子供たちが安心し
て遊べる安全な公園を整備します。て遊べる安全な公園を整備します。

・ベンチ、一年中花が咲く花壇、い
たち川とのつながりを確保します。
・公園の芝生化、子供たちが安心し
て遊べる安全な公園を整備します。

・駅前広場と駅前公園は、・駅前広場と駅前公園は、
商店街を含め一体となっ商店街を含め一体となっ
た開放的空間の確保とした開放的空間の確保とし
て再整備します。て再整備します。

・駅前広場と駅前公園は、
商店街を含め、一体となっ
た開放的空間の確保とし
て再整備します。

・区内各地からのバ区内各地からのバ
ス路線の新設や増ス路線の新設や増
便を検討します。便を検討します。

・区内各地からのバ
ス路線の新設や増
便を検討します。

・「南小菅ヶ谷住宅街区」「南小菅ヶ谷住宅街区」
と駅前広場といたち川と駅前広場といたち川
をつなぐ歩行者空間のをつなぐ歩行者空間の
整備を図ります。整備を図ります。

・「南小菅ヶ谷住宅街区」
と駅前広場といたち川
をつなぐ歩行者空間の
整備を図ります。

・自転車専用レーンなど、自転車専用レーンなど、
自転車と歩行者の安全性・自転車と歩行者の安全性・
利便性向上を検討します。利便性向上を検討します。

・自転車専用レーンなど、
自転車と歩行者の安全性・
利便性向上を検討します。

・あーすぷらざやリリス、あーすぷらざやリリス、
公会堂、地区センターと公会堂、地区センターと
連携し、文化・アート活連携し、文化・アート活
動を盛り上げます。動を盛り上げます。

・あーすぷらざやリリス、
公会堂、地区センターと
連携し、文化・アート活
動を盛り上げます。

・区民と一緒にまち・区民と一緒にまち
の維持管理や運営にの維持管理や運営に
取組ます。取組ます。

・区民と一緒にまち
の維持管理や運営に
取組ます。

方針１：駅前広場と駅前公園の再生方針１：駅前広場と駅前公園の再生方針１：駅前広場と駅前公園の再生
　
人が憩い、たたずむ場として、駅前広場
と駅前公園を一体的な開放空間として再
整備します。
ベンチ等のストリートファニチャーの配
置や一年中花が咲く花壇やフラワーバス
ケットなどで花いっぱいの空間を創出し
ます。

方針３：アクセス改善方針３：アクセス改善方針３：アクセス改善
　　
区内各地から本郷台駅へバスでアクセス
できるよう検討します。特に上郷公田線
を活用したバスルートを早期導入できる
よう調整します。
また、買物客の短時間利用など、多様な
ニーズに対応した駐輪場のあり方を検討
します。

方針４：まちの運営方針４：まちの運営方針４：まちの運営
　
新旧のコミュニティが調和し、まちの
維持・管理等を通して「ふるさと本郷
台」への愛着や誇りを育みます。
まちの発展や商店街の活性化につなが
るようなイベントを民間のノウハウを
活かして開催します。また、文化・アー
ト活動も盛り上げます。

本郷台駅周辺地区の全体目標像
　　

多くの人が「賑わい」の中、

「水と緑の豊かさ」と「人との触れ合い、

やさしさ」を感じることができるまち。

そして「アクセス性の強化」により、

郊外部からも人が集まり、

「魅力ある空間と交流の場づくり」により、

人々が時にワクワクと

時に穏やかにたたずめるようなまちを

目指します。

５つの具体目標５つの具体目標

区民が主役のまちづくり

本構想を実現するために、区民、地域、民間、
行政等の多様な主体が目標を共有しなが
ら、連携協働の輪を広げましょう。

　　
郊外の生活を支えるまち

鉄道駅としてだけでなく、買物や文化的活
動の不足などの課題を抱える郊外部の日常
生活も支える生活拠点としての役割も担い
ます。

　　　
水と緑と人がたたずむまち

高木の豊かな緑と四季折々の花がいっぱい
の広いオープンスぺースで、開放的にくつ
ろぎながら、いたち川の自然を感じます。

　　
福祉と文化とアートが香るまち

高齢者や障害者、子供も積極的に出歩ける
よう相互の見守りや文化やアート活動が日
常的に繰り広げられ、まちをフィールド
キャンパスに仕立てあげます。
　
賑わいのあるまち

いつでもイベントやオープンカフェなどに
人が集うことができるしかけをつくりま
す。

方針２：国有地の活用方針２：国有地の活用方針２：国有地の活用
　
南小菅ヶ谷住宅（国有地）がいたち
川に面し、ＵＲ団地と一体的な地域
貢献が期待されていることを踏ま
え、地区計画制度を適用し、計画的
な開発を誘導します。また、地域ケ
アプラザ等の高齢者交流・支援機能
や区民の交流機能、子育て支援機能
の導入を検討します。
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本郷台駅のバス停

いたち川

本郷台駅の立地特性を活かして「南小菅ヶ谷住宅街区」は、本郷台駅の立地特性を活かして「南小菅ヶ谷住宅街区」は、
「緑と花が豊か」で「いたち川の親水性」と「良好な景観「緑と花が豊か」で「いたち川の親水性」と「良好な景観
と環境形成」に配慮したランドスケープとします。と環境形成」に配慮したランドスケープとします。

本郷台駅の立地特性を活かして「南小菅ヶ谷住宅街区」は、
「緑と花が豊か」で「いたち川の親水性」と「良好な景観
と環境形成」に配慮したランドスケープとします。


